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魏
晋
六
朝
時
代
の
清
談
の
思
想
に
つ
い
て
、
後
世
、
た
と
え

ば
『
資
治
通
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

何
晏
等
老
荘
を
祖
述
し
以
為
ら
く
、
天
地
万
物
、
皆
無

を
以
て
本
と
為
す
…
…
と
。

こ
の
よ
う
に
王
弼
や
何
晏
の
思
想
を
端
的
に
表
す
も
の
と
し

て
、
「
無
を
以
て
本
と
為
す
（
以
無
為
本
）
」
と
い
う
表
現
が

し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
見
方
は
、
お
そ
ら
く
『
晋
書
』

の
次
の
記
述
に
基
づ
く
。

魏
の
正
始
中
、
何
晏
•
王
弼
等
、
老
荘
を
祖
述
し
論
を

立
て
て
、
以
為
ら
く
、
天
地
万
物
皆
無
為
を
以
て
本
と

為
す
…
…
と
（
『
晋
書
』
王
術
伝
）
。

は
じ
め
に 王

弼
の

〈
無
〉
〈
本
〉

|
「
以
無
為
X
」
文
・

゜

両
者
を
比
べ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
『
晋
書
』
に
お
い
て
は
「

無
為
を
以
て
本
と
為
す
（
以
無
為
為
本
）
」
で
あ
っ
た
部
分
が
、

後
世
「
無
を
以
て
本
と
為
す
（
以
無
為
本
）
」
に
改
め
ら
れ
て

引
用
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
清
の
王
思
紘
は
『
読

書
記
疑
』
に
お
い
て
、
『
晋
書
』
の
こ
の
部
分
に
関
し
て
「
按

ず
る
に
、
文
〔
字
に
お
い
て
〕
一
『
為
』
字
多
し
」
と
言
い
、

「
以
無
為
為
本
」
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
「
以
無
為
本
」
が
正

し
い
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
中
華
書
局
版
『
晋
書
』
(
-
九
七

四
年
）
で
は
、
「
以
無
為
本
」
に
改
め
ら
れ
て
お
り
、
注
で
改

訂
の
経
緯
に
触
れ
て
い
る
。

こ
の
「
以
無
為
為
本
」
と
「
以
無
為
本
」
と
の
ど
ち
ら
が
正

し
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
校
勘
は
、
今
、
目
的
で
は
な

い
が
、
近
・
現
代
に
お
い
て
、
王
弼
•
何
晏
の
思
想
が
、
「
以

古

賀

芳

枝

（
大
阪
大
学
大
学
院
）

「以

y
為
本
」
文
を
通
じ
て

(49) 
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無
為
本
」
に
集
約
さ
れ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は

重
要
で
あ
る
。
実
際
、
王
弼
の
思
想
を
探
る
上
で
、
「
以
無
為

本
」
と
い
う
文
は
、
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
私
も
思
う
。
し

か
し
一
般
に
そ
の
「
以
無
為
本
」
と
い
う
文
の
と
ら
え
方
が
、

『
晋
書
』
以
来
の
無
批
判
な
踏
襲
で
あ
る
感
も
否
め
な
い
。
そ

こ
で
、
今
一
度
、
王
弼
の
〈
無
〉
と
は
何
か
、
〈
本
〉
と
は
何

か
を
検
討
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
王
弼
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
を
考

察
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
中
華
書
局
『
王
弼
集
校
釈
上
・
下
』

（
楼
宇
烈
校
釈
一
九
八
0
年
）
中
の
、
『
老
子
道
徳
経
』
注
、

『
周
易
』
注
、
お
よ
び
両
書
に
対
す
る
王
弼
の
略
解
で
あ
る
『

老
子
指
略
』
（
輯
逸
書
）
、
『
周
易
略
例
』
を
主
に
用
い
た
。

楼
宇
烈
氏
に
よ
る
校
勘
は
根
拠
に
基
づ
く
も
の
の
、
相
当
に
大

胆
で
あ
る
。
し
か
し
ほ
ぼ
そ
れ
に
従
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
扱
う
文
献
が
「
注
釈
」
で
あ
る
以
上
、
著
述
が

全
て
王
弼
自
身
の
思
想
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

ど
こ
ま
で
が
王
弼
の
訓
詰
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
王
弼
の
意
思
が

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
区
分
は
大
変
難
し
い
。
極
力
、
全
体

に
一
貫
し
た
思
想
を
抽
出
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
判
断
に
迷

っ
た
箇
所
も
あ
る
。

最
初
に
王
弼
の
〈
無
〉
〈
本
〉
に
関
す
る
研
究
史
を
概
観
し

て
お
く
。
ま
ず
、
わ
が
国
の
王
弼
研
究
を
見
る
。

武
内
義
雄
氏
は
、
王
弼
の
〈
無
〉
〈
本
〉
に
つ
い
て
、
特
に

取
り
上
げ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
王
弼
の
『
周
易
』
注
は
老

荘
の
哲
学
を
借
り
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
例

と
し
て
『
周
易
』
「
復
象
伝
」
の
注
「
天
地
雖
大
、
富
有
万

物
、
雷
動
風
行
、
運
化
万
変
、
寂
然
至
無
是
其
本
也
」
を
例
に

挙
げ
て
い
る
（
角
川
書
店
・
武
内
義
雄
全
集
•
第
八
巻
・
思
想

史
篇
一
・
一
九
七
八
年
）
。
こ
の
例
を
挙
げ
て
老
荘
流
と
判
断

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
王
弼
が
〈
無
〉
を
使
用
し
て
い
る
点
に
、

武
内
氏
が
着
目
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
〈
無
〉
の
採

択
に
関
し
て
、
加
賀
栄
治
氏
は
こ
う
明
言
し
て
い
る
。
加
賀
氏

に
よ
れ
ば
、
『
老
子
』
の
「
道
」
の
実
体
は
、
〈
無
〉
と
名
付

け
ら
れ
る
絶
対
的
な
、
常
と
よ
ば
れ
る
永
遠
的
な
真
理
で
あ
る
。

〈
無
〉
と
は
絶
対
の
世
界
で
あ
り
、
根
源
の
境
地
で
あ
る
。
加

賀
氏
は
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
立
場
に
た
ち
、
そ
の
理
解
を
そ

の
ま
ま
王
弼
の
考
え
方
と
し
た
。
そ
し
て
次
に
、
『
周
易
』
も

第

王
弼
の
「
〈
無
〉
・
〈
本
〉
」
に
関
す
る
研
究
史

(50) 
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『
老
子
』
も
共
に
―
つ
の
「
理
」
の
世
界
を
持
つ
と
認
識
し
、

両
者
は
同
質
の
も
の
、
な
い
し
一
貫
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し

マ
マ

て
い
た
。
そ
の
連
貫
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
同
じ
き
「
理
」

の
実
体
と
は
、
「
無
を
本
と
す
る
」
こ
と
で
あ
る
（
魏
晋
に
お
け
る

古
典
解
釈
の
か
た
ち
＇
~
王
弼
の
『
周
易
注
』
に
つ
い
て
I

•
「
人
文
論
究
」
八
•
一
九
五
三
年
）
。
同
様
の
こ
と
を
狩
野

朧
喜
氏
も
言
っ
て
い
る
。
王
弼
は
老
荘
学
者
で
あ
り
、
『
周
易
』

を
義
理
の
書
と
み
な
し
て
解
釈
し
た
。
そ
し
て
そ
の
説
く
と
こ

ろ
の
理
は
、
老
荘
虚
無
の
理
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
『

漢
文
研
究
法
』
・
み
す
ず
書
房
•
一
九
七
九
年
）
。
本
田
済
氏

も
王
弼
の
〈
無
〉
の
独
自
性
を
言
う
。
本
田
氏
に
よ
る
と
、
『

老
子
』
の
〈
無
〉
は
有
を
生
み
出
す
も
の
で
、
有
よ
り
高
次
で

は
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
素
朴
な
実
在
論
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
王
弼
は
〈
無
〉
を
、
有
と
無
と
の
相
対
の
上
に
あ
る
絶
対

無
の
方
向
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
（
『
易
学
』
〈
サ
ー
ラ
叢
書

1
3
•平
楽
寺
書
店
・
一
九
六
0
年
）
。
堀
池
信
夫
氏
は
王
弼
の

〈
無
〉
に
つ
い
て
、
詳
細
な
研
究
を
し
て
い
る
。
堀
池
氏
に
よ

る
と
、
〈
無
〉
を
理
解
す
る
に
は
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方

が
あ
る
。
①
「
太
極
」
と
〈
無
〉
と
の
関
係
を
通
じ
て
示
さ
れ

た
〈
無
〉
、
②
人
間
に
対
す
る
開
示
の
さ
れ
方
と
し
て
の
〈
無
〉

で
あ
る
。
ま
ず
①
は
「
無
す
な
わ
ち
由
る
所
の
宗
」
、
「
太
極
す

な
わ
ち
有
物
の
極
」
で
あ
る
と
し
て
、
〈
無
〉
と
「
太
極
」
と

を
同
一
視
す
る
考
え
に
反
対
す
る
。
〈
無
〉
は
有
物
の
極
に
お

い
て
初
め
て
存
在
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
察
せ
ら
れ
る
が
、

「
無
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」
の
で
あ
っ
て
、
「
無
が

あ
る
」
と
事
実
的
か
つ
断
定
的
に
確
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

機
能
は
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
存
在
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
次
に
②
〈
無
〉
の
人
間
に
対
し
て
自
ら
の
姿
を
開
示

す
る
仕
方
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
〈
無
〉
は
、
人
間
（
そ

の
存
在
と
活
動
と
の
両
者
を
含
む
）
に
対
し
て
、
汎
神
論
的
な

も
の
と
し
て
証
示
さ
れ
る
。
〈
無
〉
と
は
現
実
に
存
在
す
る
も

の
を
、
現
に
そ
の
よ
う
に
あ
る
と
お
り
に
あ
ら
し
め
て
い
る
が
、

存
在
者
を
生
み
出
す
主
体
で
は
な
い
。
踏
み
こ
ん
で
言
え
ば
、

そ
れ
は
理
念
的
・
論
理
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
た
と

え
ば
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
有
無
を
越
え
た
無
•
ま
っ
た

く
の
無
•
絶
対
的
な
無
•
絶
対
的
に
な
に
も
な
い
等
々
。
そ
の

〈
無
〉
は
存
在
者
の
存
在
と
活
動
・
展
開
と
に
証
示
さ
れ
、
自

ら
を
顕
わ
に
す
る
。
か
く
し
て
〈
無
〉
は
歴
史
性
や
社
会
性
に

基
づ
い
て
存
在
し
、
活
動
し
て
い
る
人
間
と
そ
の
人
間
の
住
む

世
界
に
対
し
て
、
本
質
的
な
も
の
と
し
て
、
人
間
や
世
界
を
現

(61) 
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に
あ
る
よ
う
に
あ
ら
し
め
る
〈
本
〉
で
あ
る
（
『
漢
魏
思
想
史

研
究
』
・
明
治
書
院
・
一
九
八
八
年
）
。

次
に
中
国
に
お
け
る
研
究
を
見
る
。
そ
の
う
ち
マ
ル
ク
ス
主

義
的
見
地
か
ら
の
研
究
に
は
、
侯
外
麿
氏
等
の
『
中
国
思
想
通

史
』
（
新
中
国
大
学
叢
書
・
「
生
活
•
読
書
•
新
知
」
三
聯
書

店
・
一
九
五
一
年
）
が
あ
る
。
侯
氏
に
よ
る
と
、
王
弼
は
発
生

原
理
を
、
「
簡
が
衆
を
御
す
る
」
と
い
う
通
理
に
よ
っ
て
説
明

し
よ
う
と
す
る
。
万
物
が
発
生
す
る
に
は
、
因
る
べ
き
「
至
寡

の
第
一
原
理
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
宗
•
主
•
本
。
根
'

極
。
一
・
混
成
。
無
」
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
侯
氏

に
は
『
中
国
思
想
史
綱
』
（
中
国
青
年
出
版
社
。
一
九
六
三
年

が
あ
り
、
こ
の
著
で
は
王
弼
の
〈
無
〉
に
関
し
て
以
下
の
よ
う

な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
王
弼
や
何
晏
は
、
『
周
易
』
と
『

老
子
』
と
の
術
語
を
用
い
て
、
自
分
た
ち
の
世
界
観
を
説
明
し

て
い
る
。
世
界
で
最
も
根
本
的
な
も
の
は
、
『
周
易
』
の
太
極
、

『
老
子
』
に
お
け
る
道
や
〈
無
〉
で
あ
る
と
み
な
し
、
万
物
は

道
や
〈
無
〉
に
よ
っ
て
の
み
存
在
•
発
生
・
作
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。
王
弼
は
さ
ら
に
、
道
や
〈
無
〉
が
、
万
物

（
有
）
の
本
源
（
万
物
が
生
長
・
成
熟
す
る
た
め
の
母
体
）
で

あ
る
と
み
な
す
だ
け
で
な
く
、
道
や
〈
無
〉
の
神
秘
主
義
的
原

理
を
人
事
に
ま
で
応
用
し
た
。
す
な
わ
ち
道
や
〈
無
〉
「
宗

主
」
と
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
封
建
君
主
が
人
民
を
統
治

す
る
た
め
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
無
〉
は

絶
対
的
虚
無
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
礼
法
制
度
と
い
っ
た
社

会
倫
理
を
生
み
出
す
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
道

（
無
）
を
通
じ
て
、
一
切
の
事
物
へ
の
支
配
的
地
位
に
対
し
て
、

現
存
秩
序
を
正
当
化
し
て
い
る
と
い
う
。
侯
外
麿
氏
の
流
れ
を

汲
む
者
と
し
て
、
許
杭
生
氏
等
が
い
る
。
『
魏
晋
玄
幽
（

険
西
師
範
大
学
出
版
社
・
一
九
八
九
年
）
に
よ
る
と
、

「

末

」

「

用

」

そ

し

〈

無

〉

化
を
決
定
す
る
共
通
の
根
拠
で
あ
り
、
〈
本
〉
で
あ
る
。

〈
無
〉
は
時
間
的
に
有
の
前
に
存
在
し
な
い
し
、
空
間
的
に
有

の
外
に
存
在
し
な
い
。
〈
無
〉
は
有
の
中
に
貫
通
し
て
、
有
を

通
し
て
、
宗
主
•
本
体
・
道
・
理
の
作
用
を
表
現
し
て
い
る
。

ま
た
王
弼
は
〈
無
〉
を
、
そ
う
し
た
自
然
界
の
万
物
生
成
の
根

拠
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
身
分
秩
序
や
、
刑
法
条
文
、

倫
理
道
徳
な
ど
の
治
国
治
民
の
方
法
と
し
て
も
利
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
王
弼
の
重
要
な
思
想
の
―
つ
で
あ
る
「
崇
本
息
末
」
を
、

「
貴
無
絶
有
」
の
意
味
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
政
治
的

(52) 
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策
略
（
無
為
の
政
治
）
」
と
「
本
体
を
把
握
す
る
た
め
の
過
程

と
方
法
と
」
と
の
二
つ
の
意
義
が
あ
る
と
い
う
。
も
う
一
人
、

王
徳
有
氏
を
挙
げ
る
。
王
氏
に
よ
る
と
、
〈
無
〉
は
天
地
万
物

の
根
本
で
あ
る
。
〈
無
〉
と
は
無
形
・
無
名
・
無
声
•
無
味
の
、

い
か
な
る
属
性
も
持
た
な
い
「
無
物
」
で
あ
り
、
一
個
の
客
観

存
在
的
絶
対
的
〈
無
〉
で
あ
る
。
〈
無
〉
は
一
面
そ
れ
自
体
で

は
知
覚
で
捉
え
ら
れ
な
い
性
質
を
持
ち
、
一
面
一
切
を
包
含
す

る
と
い
う
性
質
を
持
つ
。
王
弼
は
〈
無
〉
を
、
一
種
非
物
質
の

存
在
で
、
具
体
存
在
物
の
後
に
隠
れ
て
お
り
、
具
体
存
在
物
の

生
存
•
発
展
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
倣
し
て
い
る
（
『

道
旨
論
』
・
斉
魯
書
社
・
一
九
八
七
年
）
。

次
に
中
国
に
お
け
る
も
う
―
つ
の
流
れ
は
、
渇
友
薗
氏
の
『

中
国
哲
学
史
』
（
商
務
印
書
館
・
一
九
三
四
年
）
に
代
表
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
混
氏
も
前
出
の
武
内
氏
同
様
、
王
弼
の
〈
無
〉
に

つ
い
て
特
に
検
討
は
行
な
っ
て
い
な
い
が
、
王
弼
が
「
道
」
を

〈
無
〉
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
は
強
調
し
て
い
る
。
続
い
て
林

麗
真
氏
は
、
『
王
弼
』
（
世
界
哲
学
家
叢
書
・
東
大
図
書
公
司

•
一
九
八
八
年
）
の
中
で
、
王
弼
の
〈
無
〉
〈
本
〉
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
な
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
王
弼
の
〈
本
〉
と
は
、

宇
宙
の
本
体
（
天
地
の
始
め
、
万
有
の
母
、
品
物
の
宗
）
で
あ

〈
無
〉
を
以
て
〈
本
〉
と
な
し
て
い
る
。
〈
無
〉
は
一
物

も
な
い
と
い
う
「
零
」
で
も
な
い
し
、
論
理
上
、
指
す
と
こ
ろ

を
否
定
す
る
意
味
で
の
〈
無
〉
で
も
な
い
し
、
存
在
主
義
者
の

「
虚
無
」
で
も
な
い
し
、
仏
教
の
「
空
」
で
も
な
い
。
有
無
と

い
う
相
対
を
越
え
た
一
種
至
高
無
上
の
「
至
無
」
で
あ
る
。
〈

無
〉
は
万
物
の
生
ず
る
所
以
（
本
源
）
で
あ
り
、
成
る
所
以
（

存
在
根
拠
）
で
あ
る
。
こ
の
〈
無
〉
の
観
念
に
は
二
面
あ
る
。

宇
宙
論
的
意
義
か
ら
見
る
と
、
〈
無
〉
は
有
の
外
に
独
立
し
て

存
在
す
る
精
神
的
な
実
体
で
あ
る
。
形
而
上
学
的
意
義
か
ら
見

る
と
、
〈
無
〉
は
有
の
中
に
あ
っ
て
形
而
上
的
規
律
で
あ
る
。

両
者
は
相
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
王
弼
は
こ
の
二
つ
を
融

合
さ
せ
て
考
え
て
い
る
。

概
観
的
で
は
あ
る
が
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
各
説
に
差

異
は
あ
る
も
の
の
、
王
弼
が
貴
無
論
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

共
遥
し
た
見
解
で
あ
り
、
ほ
ぽ
通
説
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
こ
で
、
王
弼
が
最
も
尊
ぶ
と
こ
ろ
は
〈
無
〉
で
あ
っ
て
、
こ

の
〈
無
〉
の
観
点
か
ら
、
『
周
易
』
も
『
老
子
』
も
『
論
語
』

も
解
釈
さ
れ
て
い
く
と
す
る
。
そ
し
て
王
弼
の
こ
の
〈
無
〉
の

定
義
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
〈
無
〉
は
、
万
物
の

根
源
と
し
て
の
超
感
覚
的
対
象
（
本
体
）
で
あ
る
。
ま
た
〈
無
〉

り、

(63) 
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は
万
物
の
生
成
•
発
展
に
与
っ
て
、
万
物
が
現
に
存
在
す
る
よ

う
に
あ
ら
し
め
る
、
い
わ
ば
万
物
の
存
在
根
拠
で
あ
る
。
さ
ら

に
〈
無
〉
は
万
物
の
必
然
的
・
普
遍
的
な
特
質
（
本
質
）
で
あ

る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
す
な
わ
ち
〈
無
〉
は
、
本
体
論
（
生
成

論
）
や
存
在
論
に
お
け
る
基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
、

素
朴
な
〈
有
〉
の
対
概
念
と
し
て
の
〈
無
〉
で
は
な
く
、
絶
対

無
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
〈
無
〉

は
、
一
切
を
超
越
し
た
不
変
不
動
の
も
の
で
あ
り
、
他
の
何
物

に
も
由
ら
ず
そ
れ
自
体
で
存
在
す
る
も
の
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
〈
無
〉
は
、
王
弼
が
随
所
で
説
く
〈
本
〉
と
結

び
つ
け
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
無
は
存
在
者
の
本

で
あ
る
」
（
堀
池
信
夫
前
掲
書
）
、
「
『
周
易
』
と
『
老
子
』

マ
マ

と
に
連
貫
す
る
「
理
」
の
実
体
は
、
『
無
を
本
と
す
る
』
こ
と
」

（
加
賀
栄
治
前
掲
書
）
、
「
母
や
本
と
は
何
か
。
王
弼
は
そ

れ
を
無
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
」
（
許
杭
生
等
前
掲
書
）

な
ど
で
あ
る
。
林
麗
真
氏
は
、
「
〈
本
〉
字
は
、
多
く
の
場
合
、

天
地
の
始
め
、
万
有
の
母
、
品
物
の
宗
と
い
っ
た
宇
宙
の
本
体

を
限
定
的
に
指
し
て
い
る
…
…
宇
宙
の
本
体
は
〈
無
〉
で
あ
る
」

（
前
掲
書
）
と
述
べ
、
〈
本
〉
を
い
わ
ゆ
る
「
本
体
」
と
解
釈

し
た
上
で
、
〈
本
〉
と
〈
無
〉
と
を
同
一
視
し
て
い
る
。
そ
し

て
王
弼
の
〈
本
〉
を
探
求
し
て
い
く
と
必
ず
王
弼
の
本
体
論
の

思
想
に
行
き
着
く
と
い
う
。
四
書
に
言
う
「
天
下
の
大
本
」
が

仁
に
在
る
と
か
、
中
に
在
る
と
か
、
修
身
に
在
る
と
か
い
う
よ

う
な
道
徳
意
義
を
含
ま
な
い
。
「
〈
本
〉
す
な
わ
ち
〈
無
〉
す

な
わ
ち
宇
宙
の
本
体
」
、
「
〈
末
〉
す
な
わ
ち
〈
有
〉
す
な
わ

ち
現
象
世
界
」
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
論
的
に
言
え

ば
、
〈
無
〉
と
〈
本
〉
と
「
本
体
•
本
質
」
と
は
一
致
し
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
が
、
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
、

従
来
の
見
解
で
あ
り
、
ほ
ぼ
通
説
で
あ
る
。

前
章
に
お
い
て
王
弼
の
〈
無
〉
と
〈
本
〉
と
に
関
す
る
従
来

の
研
究
を
見
て
き
た
が
、
改
め
て
両
者
の
定
義
に
つ
い
て
、
振

り
返
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
は
じ
め
に
〈
無
〉
が
い
か
な
る
意
味

を
も
っ
て
い
る
か
を
、
も
う
一
度
検
討
し
な
お
す
。

王
弼
の
言
っ
〈
無
〉
は
、
果
た
し
て
宇
宙
の
本
体
（
本
質
）

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

復
と
は
、
本
に
反
る
の
謂
な
り
。
天
地
は
本
を
以
て
心

第

王
弼
の
〈
無
〉

|
「
以
無
為
X
」
と
い
う
文
構
造
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と
為
す
者
な
り
。
凡
そ
動
息
め
ば
則
ち
静
な
る
も
、
静
は

〔
本
な
の
で
あ
っ
て
〕
動
に
対
す
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。

語
息
め
ば
則
ち
黙
な
る
も
、
黙
は
〔
静
と
同
じ
く
本
で
あ

っ
て
〕
語
に
対
す
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
天

地
は
大
に
し
て
、
万
物
を
富
有
し
、
雷
動
風
行
、
運
化
万

変
す
と
雖
も
‘
寂
然
至
元
是
れ
其
の
本
な
り
。
故
に
動
地

中
に
息
め
ば
、
乃
ち
〔
静
の
状
態
と
な
り
、
静
す
な
わ
ち

あ
ら
わ

本
で
あ
る
〕
天
地
の
心
見
る
る
な
り
。
若
し
其
れ
有
を
以

て
心
〔
根
本
〕
と
為
さ
ば
、
則
ち
〔
物
に
対
し
て
不
公
平

と
な
り
、
個
物
の
あ
る
べ
き
在
り
方
を
示
し
得
ず
〕
異
類

〔
個
物
〕
未
だ
具
存
す
る
を
獲
ざ
る
な
り
（
『
周
易
』
「

復
」
象
伝
注
）
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
地
は
千
変
万
化
し
て
い
る
が
、
実
は
ひ

っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
た
〈
無
〉
（
静
．
黙
）
に
反
る
。
「
反

る
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
地
が
も
と
も
と
〈
無
〉
に
始

ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
万
物
の
根
源
た
る
「
本
体
」

で
あ
る
。
ま
た
〈
無
〉
（
静
・
黙
）
と
〈
有
〉
（
動
・
語
）
と

は
価
値
的
に
同
レ
ベ
ル
上
に
あ
る
対
概
念
で
は
な
く
、
〈
無
〉

は
絶
対
的
な
の
で
あ
る
。
も
し
天
地
が
有
を
根
本
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
は
作
為
が
働
く
か
ら
必
然
的
に
不
公
平
か
ら
免
れ
ず
、

結
果
と
し
て
全
て
の
個
物
が
本
来
在
る
べ
き
よ
う
に
実
在
す
る

こ
と
が
不
可
能
に
な
る
。
〈
無
〉
は
、
万
物
を
在
る
べ
き
よ
う

に
在
ら
し
め
る
根
拠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
用
例
に
見
え
る

〈
無
〉
と
は
、
確
か
に
本
体
を
指
す
と
い
え
る
。
次
の
例
は
ど

う
か
。

万
物
万
形
、
其
れ
一
に
帰
す
。
何
に
由
り
て
か
一
を
致

さ
ん
。
無
に
由
る
な
り
。
無
に
由
れ
ば
乃
ち
―
た
り
、
一

は
無
と
謂
う
べ
し
。
〔
け
れ
ど
も
〕
已
に
之
を
一
と
謂
え

ば
、
豊
に
言
う
こ
と
無
き
を
得
ん
や
。
一
有
り
と
言
う
こ

と
有
れ
ば
、
二
に
非
ず
し
て
如
何
。
一
有
り
二
有
り
、
遂

に
三
を
生
ず
。
無
に
従
い
て
有
に
之
く
、
数
斯
に
尽
く
（

『
老
子
』
第
四
十
二
章
注
）
。

万
物
は
具
体
的
個
物
で
あ
る
が
、
一
点
に
抽
象
さ
れ
る
。
〈

無
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
〈
無
〉
は
万
物
に
共
通

す
る
「
本
質
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
イ
デ
ア
と
は

異
な
り
、
実
在
の
本
質
は
、
王
弼
に
と
っ
て
〈
無
〉
―
つ
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
〈
無
〉
は
、
「
一
」
な
ど
の
別
の
事
物

に
よ
っ
て
説
明
で
き
な
い
点
も
、
本
質
の
概
念
に
外
れ
な
い
。

天
下
の
物
、
皆
有
を
以
て
生
を
為
す
。
有
の
始
ま
る
所
、

無
を
以
て
本
と
為
す
。
将
に
全
有
せ
ん
と
欲
せ
ぼ
、
必
ず

(55) 
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無
に
反
る
な
り
（
『
老
子
』
第
四
十
章
注
）
。

万
物
は
み
な
有
る
も
の
か
ら
生
じ
て
い
る
の
が
当
然
と
思
っ

て
い
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
最
初
の
有
は
〈
無
〉
に
始
ま
る
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
全
て
の
有
を
手
に
し
よ
う
と
思
え
ば
、
無
数
に

広
が
っ
た
個
物
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
根
本
で
あ
る
〈

無
〉
を
つ
か
め
ば
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
例
で
は
〈
無
〉

は
万
物
の
根
源
で
あ
る
本
体
と
も
、
諸
実
在
に
共
通
す
る
本
質

と
も
言
え
る
。

し
か
し
「
有
の
始
ま
る
所
」
と
い
う
表
現
が
、
有
を
生
み
出

す
も
の
自
体
を
指
す
と
は
、
断
言
で
き
な
い
。
有
が
生
ま
れ
る

手
段
や
場
所
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
わ
け
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(（

a
)
S
(
f
)
は
『
老
子
』
二
十
一
章
の
本
文
に
対
し
て
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
注
で
あ
る
）

(a)
無
形
を
以
て
物
を
始
め
、
不
繋
も
て
物
を
成
し
、
万
物

以
て
始
ま
り
以
て
成
る
も
、
其
の
然
る
所
以
を
知
ら
ず
。

(
b
)

深
遠
に
し
て
得
て
見
る
べ
か
ら
ず
、
然
れ
ど
も
万
物
之

に
由
る
。
見
る
を
得
べ
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
以
て
其
の
真
を

定
む
。

(
C
)

物
窃
冥
に
反
れ
ば
、
則
ち
真
精
の
極
み
得
ら
れ
、
万
物

の
性
定
ま
る
。
'

(
d
)

至
真
の
極
は
、
得
て
名
づ
く
べ
か
ら
ず
。
無
名
は
、
則

ょ

ち
是
れ
其
の
名
な
り
。
古
自
り
今
に
及
ぶ
ま
で
、
此
に
由
り
て

成
ら
ざ
る
無
し
。

(e)
衆
甫
と
は
、
物
の
始
な
り
。
無
名
を
以
て
万
物
の
始
め

を
閲
す
る
な
り
。

(
f
)
〔
本
文
に
言
う
〕
「
此
」
と
は
、
上
の
云
う
所
な
り
。
言

う
こ
こ
ろ
は
吾
何
を
以
て
万
物
の
無
に
始
ま
る
を
知
る
や
、

此
を
以
て
之
を
知
る
な
り
。

形
の
見
え
な
い
「
何
か
」
に
よ
っ
て
万
物
を
生
じ
、
存
在
せ

し
め
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
万
物

が
〈
無
〉
か
ら
生
じ
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。

無
形
で
不
可
視
の
「
何
か
」
を
〈
無
〉
と
表
現
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
「
万
物
の
無
に
始
ま
る
」
と
い
う
の
は
、
〈
無
〉
が
本

体
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
〈
無
〉
は
〈
有
〉
を
生
み
出
す
主
体
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
所
以
」
「
由
」
、
す
な
わ
ち
万
物
を
生

み
出
す
手
段
・
場
所
で
あ
る
。
同
様
の
例
を
挙
げ
る
。

凡
そ
有
は
皆
無
に
始
ま
る
。
故
に
未
形
無
名
の
時
、
則

ち
万
物
の
始
と
為
る
。
…
…
妙
と
は
、
微
の
極
み
な
り
。

万
物
は
微
に
始
ま
り
て
後
に
成
り
、
無
に
始
ま
り
て
後
に

(66) 
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生
ず
（
『
老
子
』
第
一
章
注
）
。

こ
こ
で
も
〈
無
〉
は
〈
有
〉
を
生
み
出
す
手
段
・
場
所
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
例
で
は
、
〈
無
〉
が
質
量
的
属
性
を

全
く
持
た
な
い
と
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生

じ
る
。
そ
れ
は
「
万
物
は
微
に
始
ま
り
て
後
に
成
り
、
無
に
始

ま
り
て
後
に
生
ず
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
推
察
で
き
る
。
同
一

の
内
容
を
言
葉
を
換
え
て
並
べ
て
述
べ
る
と
い
う
の
は
、
王
弼

に
多
く
見
ら
れ
る
修
辞
法
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
〈
微
〉
と
〈

無
〉
と
を
同
一
視
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

〈
微
〉
は
、
非
常
に
微
少
な
が
ら
決
し
て
〈
n
o
t
h
i
n
g
〉
で
は

な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
体
や
本
質
と
い
う
絶
対
的
存

在
に
は
そ
れ
自
体
以
外
の
属
性
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

〈
無
〉
を
本
体
や
本
質
と
同
一
に
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
万
物
を
生
み
出
す
手
段
・
場
所
と
し
て
の
〈
無
〉
と

本
体
•
本
質
と
は
、
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
挙
げ
る
二
例
は
、
〈
無
〉
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
「

有
•
無
」
と
い
う
場
合
の
〈
無
〉
の
非
存
在
性
を
よ
り
強
調
し

た
使
わ
れ
方
で
あ
る
が
、
そ
の
使
用
に
よ
っ
て
万
物
生
成
の
場

を
説
明
し
て
い
る
。

谷
神
と
は
、
谷
の
中
央
の
無
な
る
者
な
り
。
形
無
く
影

無
く
、
逆
う
無
く
違
う
無
く
、
卑
き
に
処
り
て
動
か
ず
、
静

を
守
り
て
衰
え
ず
、
物
之
を
以
て
成
る
も
其
の
形
を
見
さ

ず
、
此
れ
至
物
な
り
。
…
…
存
す
と
言
わ
ん
と
欲
さ
ん
か
、

な

則
ち
其
の
形
を
見
ず
。
亡
し
と
言
わ
ん
と
欲
さ
ん
か
、
万

物
之
を
以
て
生
ず
（
『
老
子
』
第
六
章
注
）
。

谷
の
中
央
の
〈
無
〉
で
あ
る
空
間
を
、
谷
に
お
け
る
霊
妙
な

も
の
と
し
て
「
谷
神
」
と
表
現
す
る
。
こ
の
谷
神
は
、
無
形
で

不
動
不
変
で
あ
り
、
万
物
生
成
の
場
で
あ
る
。
谷
神
は
、
形
が

見
え
な
い
か
ら
在
る
と
も
い
え
な
い
が
、
万
物
が
こ
の
谷
神
に

依
っ
て
生
じ
て
く
る
の
だ
か
ら
無
い
と
も
言
え
な
い
。

無
と
言
わ
ん
と
欲
さ
ん
か
、
而
る
に
物
由
り
て
以
て
成

〔
り
、
姿
を
出
現
す
る
の
で
あ
〕
る
。
有
と
言
わ
ん
と
欲

さ
ん
か
、
而
る
に
其
の
形
を
見
さ
ず
。
故
に
「
無
状
の
状
、

無
物
の
象
」
と
日
う
な
り
（
『
老
子
』
第
十
四
章
注
）
。

〈
無
〉
で
あ
る
と
言
お
う
と
す
れ
ば
、
物
が
そ
れ
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
か
ら
、
〈
無
〉
と
は
言
え
な
い
。
で
は
有
か
と
言
う

と
、
形
が
見
え
な
い
。
し
か
し
〈
無
〉
は
た
っ
た
―
つ
で
も
反

例
が
あ
れ
ば
即
〈
無
〉
で
は
な
い
。
そ
の
存
在
を
認
め
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
万
物
生
成
の
場
を
有
と
と
ら
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
王
弼
は
先
に
見
た
よ
う
に
万
物
生
成
の
場
を
〈
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無
〉
と
み
な
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
〈
無
〉
は
存
在
す
る
と
言

え
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
〈
無
〉
は
、
理
念
的
観
念
的
に
の
み

存
在
す
る
対
象
で
は
な
い
。
王
弼
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
抽

象
的
存
在
で
あ
ろ
う
と
も
、
観
念
の
世
界
に
お
い
て
の
み
と
ら

え
ら
れ
る
本
体
や
本
質
的
な
も
の
を
追
求
し
て
い
た
と
は
考
え

が
た
い
。
形
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
実
在
す
る
も

の
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
〈
無
〉
を
本
体
と
す
る
通
説
は
、
「
以
無

為
本
」
す
な
わ
ち
「
以
A
為
B
」
と
い
う
構
文
に
お
け
る
「
A

は
B
に
等
し
い
」
と
い
う
理
解
を
大
き
な
根
拠
と
し
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
王
弼
の
立
場
に
お
け
る
「
以
無
為
X
」
構
文
に

お
け
る
〈
無
〉
と
X
と
の
関
係
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ

で
「
以
無
為
用
」
と
い
う
表
現
を
見
て
み
る
。

凡
そ
有
の
利
を
為
す
や
、
必
ず
無
を
既
で
用
と
為
す
（

『
老
子
』
第
一
章
注
）
。

穀
は
能
く
三
十
輻
を
統
ぶ
る
所
以
の
者
に
し
て
、
無
な

り
。
其
の
無
能
く
物
を
受
く
る
を
以
て
の
故
な
り
。
故
に

能
＜
寡
を
以
て
衆
を
統
ぶ
る
な
り
。
…
…
木
、
埴
、
壁
三

を
成
す
所
以
の
者
は
、
皆
無
を
以
て
用
と
為
せ
ば
な
り
。

無
と
言
う
は
、
有
の
利
を
為
す
所
以
は
、
皆
無
に
頼
り
て

欺
で
用
と
為
せ
ば
な
り
（
『
老
子
』
第
十
一
。

何
を
以
て
徳
を
尽
さ
ん
や
。
無
を
以
て
用
と
為
す
な
り
。

無
を
以
で
用
と
為
さ
ば
、
則
ち
載
せ
ざ
る
莫
き
な
り
。
…
…

万
物
貴
し
と
雖
も
‘
無
を
欺
で
用
と
為
ぜ
ば
、
無
を
捨
て

て
以
て
体
を
為
す
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
無
を
捨
て
て
以

た

て
体
を
為
さ
ば
、
則
ち
其
の
大
為
る
を
失
う
。
所
謂
道
を

失
い
て
後
に
徳
あ
る
な
り
。
無
を
以
て
用
と
為
さ
ば
、
則

ち
其
の
母
を
得
、
故
に
能
く
己
れ
労
さ
ず
し
て
物
と
し
て

理
ま
ら
ざ
る
無
し
（
『
老
子
』
三
十
八
章
注
）
。

高
き
は
下
を
以
て
基
と
為
し
、
貴
き
は
賤
し
き
を
以
て

本
と
為
し
‘
有
は
無
を
欺
で
居
と
為
す
‘
此
れ
其
れ
反
な

り
（
『
老
子
』
第
四
十
章
注
）
。

こ
れ
ら
の
引
用
は
、
有
が
有
効
に
作
用
す
る
た
め
に
は
、
〈
無
〉

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
〈
無
〉
は
本
体
な
ど
の
よ
う
な
形
而
上
的
絶
対
者
と

は
解
釈
し
が
た
い
。
も
っ
と
具
体
的
な
〈
無
〉
の
〈
用
〉
す
な

わ
ち
働
き
の
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例

に
見
ら
れ
る
〈
無
〉
は
、
有
と
の
相
互
補
完
と
し
て
の
〈
無
〉

で
あ
り
、
い
わ
ば
〈
無
〉
を
道
具
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
い

え
る
。
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さ
ら
に
次
の
二
例
な
ど
は
と
う
て
い
〈
無
〉
を
形
而
上
的
超

越
論
的
無
と
は
と
ら
え
が
た
い
。

夫
れ
元
な
る
者
は
〔
自
分
に
は
な
い
〕
有
を
求
む
る
も
、

有
な
る
者
は
〔
満
足
し
て
い
る
の
で
〕
与
う
る
所
（
楼
宇

烈
氏
の
校
釈
で
は
、
「
与
、
予
に
通
ず
。
給
予
な
り
」
）

を
求
め
ず
。
危
き
者
は
安
き
を
求
む
る
も
、
安
ず
る
者
は

〔
安
住
し
き
っ
て
お
り
、
特
に
〕
保
つ
所
を
求
め
ず
（
『

周
易
』
「
比
」
象
伝
注
）
。

誰
か
能
＜
盈
に
処
り
て
虚
を
全
く
し
、
有
を
損
い
て
以

ひ
ろ

て
無
を
補
い
、
光
を
和
ら
げ
塵
に
同
じ
く
し
、
蕩
く
均
し

く
す
る
者
ぞ
。
唯
だ
有
道
の
者
の
み
な
り
。
是
を
以
て
聖

人
は
〔
こ
れ
み
よ
が
し
に
意
識
的
に
〕
其
の
賢
を
示
し
て
、

以
て
天
下
〔
の
足
ら
な
い
と
こ
ろ
を
補
っ
て
、
万
物
〕
を

均
し
く
す
る
を
欲
せ
ず
（
『
老
子
』
第
七
十
七
章
注
）
。

持
っ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
持
っ
て
い
な
い
も
の
と
し
て

の
〈
無
〉
で
あ
る
。
こ
の
〈
無
〉
は
欠
乏
し
て
い
る
状
態
を
示

し
、
否
定
的
な
意
味
合
い
を
含
ん
で
す
ら
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ

ら
れ
た
〈
無
〉
は
、
「
有
•
無
」
と
い
う
対
立
す
る
概
念
に
よ

っ
て
表
さ
れ
る
〈
無
〉
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
素
朴
実
在
論
的
な

〈
無
〉
の
用
例
と
み
て
よ
い
。

さ
て
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
〈
無
〉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
概
念
は
異

な
る
け
れ
ど
も
、
理
論
上
の
〈
無
〉
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な

い
。
と
こ
ろ
が
王
弼
の
〈
無
〉
は
理
論
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。

い
わ
ば
実
践
上
の
〈
無
〉
と
呼
べ
る
〈
無
〉
も
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
以
下
に
考
察
を
行
な
う
〈
無
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。

務
め
て
虚
無
に
反
る
を
欲
す
る
な
り
（
『
老
子
』
第
四

十
八
章
注
）
。

こ
れ
は
本
文
「
道
を
為
す
は
日
々
損
す
な
り
」
の
注
で
あ
る
。

道
を
得
る
た
め
の
修
業
は
、
〈
虚
無
〉
に
反
る
こ
と
で
あ
る
。

〈
虚
無
〉
が
実
践
上
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
本
体
論

や
存
在
論
の
超
越
者
な
ど
莫
と
し
た
も
の
を
指
す
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
ま
た
〈
無
〉
の
働
き
を
述
べ
る
の
で
も
な
い
し
、
物

的
所
有
を
な
く
せ
と
い
う
単
純
な
〈
無
〉
で
も
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
こ
の
類
の
〈
無
〉
の
用
例
は
、
多
く
「
以
無
為
心
」
と
い

う
表
現
を
と
る
。
〈
無
〉
を
心
と
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
か
。

無
の
物
為
る
や
、
水
火
も
害
な
う
能
わ
ず
、
金
石
も
残
う

能
わ
ず
。
之
を
心
に
用
う
れ
ば
、
則
ち
虎
児
も
其
の
爪
角

を
投
ず
る
所
無
く
、
兵
文
も
其
の
鋒
刃
を
容
る
る
所
無
し
。

何
の
危
殆
か
之
れ
有
ら
ん
（
第
十
六
章
注
）
。

(59) 



1476 

〈
無
〉
の
性
質
は
、
水
火
金
石
何
物
も
損
な
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
〈
無
〉
の
有
り
様
を
心
に
用
い
よ
、
そ
う
す
れ
ば

何
物
に
も
害
さ
れ
ず
、
何
物
も
恐
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
と
説

vo 
道
は
、
無
形
不
繋
、
常
に
名
づ
く
べ
か
ら
ず
。
無
名
を

以
て
常
と
為
す
、
故
に
「
道
は
常
に
無
名
な
り
」
と
曰
う

な
り
。
模
の
物
為
る
や
、
無
を
以
て
心
と
為
し
、
又
無
名

な
り
。
故
に
将
に
道
を
得
ん
と
す
れ
ば
、
模
を
守
る
に
若

く
は
莫
し
。
夫
れ
智
者
は
、
能
を
以
て
臣
と
す
べ
き
な
り
。

勇
者
は
、
武
を
以
て
使
う
べ
き
な
り
。
巧
者
は
、
事
を
以

て
役
す
べ
き
な
り
。
力
者
は
、
重
を
以
て
任
ず
べ
き
な
り
。

模
の
物
為
る
や
、
憤
然
と
し
て
偏
ら
ず
、
有
る
こ
と
無
き

に
近
し
。
故
に
「
能
＜
臣
と
す
る
こ
と
莫
し
」
と
日
う
な

り
。
模
を
抱
き
て
為
す
こ
と
無
く
、
物
を
以
て
其
の
真
を
累

わ
さ
ず
、
欲
を
以
て
其
の
神
を
害
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
物
自

ら
賓
〔
と
〕
し
て
〔
や
っ
て
来
て
〕
、
道
〔
も
〕
自
ら
得

る
な
り
（
『
老
子
』
第
三
十
二
章
注
）
。

「
道
」
は
形
な
く
煩
わ
さ
れ
る
も
の
も
な
く
名
も
な
い
。
「

撲
」
の
性
質
も
〈
無
〉
を
心
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
道
を
体
得

し
よ
う
と
思
え
ば
撲
を
守
る
こ
と
、
つ
ま
り
〈
無
〉
を
心
と
す

る
の
が
一
番
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
技
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
は
そ
れ
を
活
か
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
何
の

秀
で
た
も
の
を
持
た
な
い
も
の
は
、
ふ
に
ゃ
ふ
に
や
し
て
い
て
、

そ
こ
に
居
な
い
の
と
同
じ
だ
か
ら
、
使
い
よ
う
が
な
い
。
い
つ

も
撲
を
守
っ
て
無
為
で
あ
り
、
物
や
欲
に
よ
っ
て
本
来
授
か
っ

た
性
を
害
さ
な
け
れ
ば
、
万
物
の
方
か
ら
慕
っ
て
や
っ
て
き
て
、

道
も
自
ず
か
ら
体
得
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も

模
す
な
わ
ち
〈
無
〉
を
心
に
応
用
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

こ
こ
で
は
〈
無
〉
を
心
と
す
る
こ
と
は
、
「
偏
ら
ず
、
有
る
こ

と
無
き
に
近
し
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
公
平
無
私
の
精
神
で
あ

る
と
考
え
る
。
〈
無
〉
が
無
私
の
精
神
と
い
う
こ
う
し
た
実
践

道
徳
を
指
す
例
を
も
う
一
っ
挙
げ
る
。

故
に
物
、
無
な
れ
ば
、
則
ち
物
と
し
て
声
ゲ
ざ
る
無
し
。

有
な
れ
ば
、
則
ち
以
て
其
の
生
を
免
か
る
る
に
足
ら
ず
。

是
を
以
て
天
地
は
広
し
と
雖
も
、
無
を
以
て
心
と
為
す
。

聖
王
は
大
な
り
と
雖
も
、
虚
を
以
て
主
と
為
す
。
故
に
復

を
以
て
視
れ
ば
、
則
ち
天
地
の
心
見
わ
る
と
曰
う
な
り
。

至
日
に
し
て
之
を
思
え
ば
、
則
ち
先
王
の
至
（
志
）
観
ゆ

る
な
り
。
故
に
其
の
私
を
滅
し
て
其
の
身
を
無
に
す
れ
ば
、

則
ち
四
海
輯
釈
ざ
る
莫
く
、
遠
近
至
ら
ざ
る
莫
し
。
其
の
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己
を
殊
に
し
其
の
心
を
有
す
れ
ば
、
則
ち
一
体
も
自
ら
全

く
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
肌
骨
も
相
容
る
る
こ
と
能
わ
ず
（

『
老
子
』
第
三
十
八
章
注
）
。

ま
た
公
平
無
私
に
か
ぎ
ら
な
い
〈
無
〉
の
実
践
性
も
あ
る
。

此
の
四
者
（
本
文
「
其
安
易
持
、
其
未
兆
易
謀
、
其
脆

易
袢
、
其
微
易
散
」
）
、
皆
終
り
を
慎
む
を
説
く
な
り
。

無
を
以
て
の
故
に
持
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
微
を
以
て
の
故

に
散
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
無
な
る
も
持
た
ざ
れ
ば

則
ち
有
を
生
じ
、
微
な
る
も
散
ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
大
を
生
ず
。

故
に
終
の
患
を
慮
る
こ
と
始
の
禍
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
敗

事
無
し
（
『
老
子
』
第
六
十
四
章
注
）
。

〈
無
〉
だ
か
ら
と
い
っ
て
保
持
し
な
い
の
は
い
け
な
い
し
、

わ
ず
か
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
打
ち
破
ら
な
い
の
は
よ
く
な
い
。

〈
無
〉
で
あ
っ
て
も
堅
持
し
て
い
な
い
と
有
が
生
ま
れ
て
く
る

し
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
蹴
散
ら
さ
な
い
で
い
る
と
大
き
な
禍

を
生
じ
て
く
る
。
だ
か
ら
終
の
憂
い
を
慮
っ
て
、
初
期
の
ご
く

わ
ず
か
な
兆
し
を
見
逃
さ
な
い
で
き
ち
ん
と
処
理
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
し
く
じ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
は
〈
無
〉
を
常
に
堅
持
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

超
越
的
に
存
在
す
る
本
体
な
ど
は
、
人
間
が
人
知
で
保
持
で
き

る
も
の
で
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
い
っ
た
い
、
超
感
覚
的
な
も

の
を
道
徳
実
践
の
指
針
と
し
て
、
拠
り
所
に
な
ど
で
き
よ
う
か
。

す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
例
に
お
け
る
〈
無
〉
は
皆
、
生
き
方
の

指
針
．
拠
り
所
・
目
標
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
要

す
る
に
道
徳
実
践
上
の
規
準
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
公
平
無

私
で
、
何
者
に
も
害
さ
れ
ず
、
使
わ
れ
ず
、
結
果
的
に
万
物
を

従
え
、
道
を
得
る
と
い
う
美
徳
や
、
終
わ
り
を
慎
む
（
初
心
を

忘
れ
な
い
）
と
い
う
戒
め
を
、
〈
無
〉
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て

象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
「
以
無
為
心
」
と
は
、
〈

無
〉
の
美
徳
を
道
徳
実
践
上
の
目
標
に
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
あ
る
い
は
道
徳
実
践
上
に
応
用
せ
よ
と
い
っ
て
も
よ
い
。

以
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
、
こ
の
章
に
お
け
る
私
の
主
張
を

要
約
す
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

王
弼
が
〈
無
〉
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
た
っ
た
―
つ
の
概
念

を
指
す
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
「
以
無
為
X
」
と
い
う
文
に

お
い
て
、

X
は
複
数
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
概
念
で
〈
無
〉
を
用
い
て
い
る
の
か

と
い
う
と
、
ま
ず
大
き
く
は
理
論
上
の
〈
無
〉
と
実
践
上
の
〈

無
〉
と
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
ま
ず
、
理
論
上
の
〈
無
〉
の

五
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
万
物
を
生
み
出
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す
根
源
た
る
本
体
、
②
万
物
に
共
通
す
る
本
質
、
③
有
を
働
か

せ
て
い
る
道
具
‘
④
万
物
を
生
み
出
す
手
段
・
場
所
、
⑤
「
有
・

無
」
と
い
う
対
立
概
念
で
と
ら
え
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
素
朴
実
在

論
的
な
〈
無
〉
で
あ
る
。
一
方
、
実
践
上
の
〈
無
〉
と
は
、
無

為
•
公
平
•
無
私
な
ど
の
道
徳
規
準
の
総
称
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
王
弼
の
〈
無
〉
は
多
様
で
あ
る
。
「
無
す
な
わ

ち
宇
宙
の
本
体
」
と
す
る
図
式
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
通
説
は
、

王
弼
の
〈
無
〉
の
一
面
を
と
ら
え
た
に
す
ぎ
ず
、
諸
相
を
把
握

し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
王
弼
が
〈
無
〉
と
い
う
宇
宙
の
本

体
な
ど
の
超
越
者
を
追
求
し
、
形
而
上
的
観
念
的
世
界
へ
沈
潜

し
て
い
っ
た
と
い
う
理
解
は
一
方
的
で
あ
る
。

ま
た
、
以
上
見
て
き
た
〈
無
〉
の
概
念
化
と
は
別
に
、
王
弼

は
〈
無
〉
を
詩
的
な
表
現
に
よ
っ
て
形
容
し
て
い
る
。
次
の
よ

う
な
例
が
あ
る
。

凡
そ
有
は
皆
無
に
始
ま
る
。
故
に
未
形
無
名
の
時
、
則

ち
万
物
の
始
と
為
る
。
其
の
有
形
有
名
の
時
に
及
び
て
は
、

や
し
な

則
ち
之
を
長
じ
、
之
を
育
て
、
之
を
亭
し
、
之
を
毒
い
て
、

其
の
母
と
為
る
。
言
う
こ
こ
ろ
は
道
は
無
形
無
名
を
以
て

万
物
を
始
め
成
し
、
万
物
は
以
て
始
ま
り
以
て
成
る
も
其

の
然
る
所
以
を
知
ら
ず
。
玄
の
又
玄
な
り
（
『
老
子
』
第

-

）

。

谷
神
と
は
、
谷
の
中
央
の
無
な
る
者
な
り
。
形
無
く
影

ひ
く

無
く
、
逆
う
無
く
違
う
無
く
、
卑
き
に
処
り
て
動
か
ず
、

静
を
守
り
て
衰
え
ず
、
物
之
を
以
て
成
る
も
其
の
形
を
見

さ
ず
、
此
れ
至
物
な
り
。
卑
き
に
処
り
て
静
を
守
り
、
得

て
名
づ
く
べ
か
ら
ず
、
故
に
之
を
玄
牝
と
謂
う
。
門
と
は
、

玄
牝
の
由
る
所
な
り
。
本
其
の
由
る
所
、
太
極
と
体
を
同

じ
く
す
。
故
に
之
を
天
地
の
根
と
謂
う
な
り
。
存
す
と
言

な

わ
ん
と
欲
さ
ん
か
、
則
ち
其
の
形
を
見
ず
。
亡
し
と
言
わ

ん
と
欲
さ
ん
か
、
万
物
之
を
以
て
生
ず
。
故
に
縣
縣
と
し

て
存
す
る
が
若
き
な
り
（
『
老
子
』
第
六
章
注
）
。

こ
の
よ
う
に
〈
無
〉
を
「
無
形
無
名
」
と
形
容
す
る
こ
と
は

多
い
。
だ
が
形
や
名
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
も
、
〈
無
〉

す
な
わ
ち
「
な
い
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
王
弼
の

〈
無
〉
に
対
す
る
心
象
の
表
現
で
あ
っ
て
、
定
義
を
表
し
た
も

の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
〈
無
〉
の
持
っ
て
い
る
意
味
の
一

つ
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
要
は
な
い
。
思
う
に
、
〈
無
〉
を
「

無
形
無
名
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
伝
達
を
受
け
取
る
側
に
、

具
体
性
（
個
別
性
）
を
抱
か
せ
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
あ
る
と
き
は
宇
宙
の
本
体
に
た
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と
え
、
あ
る
と
き
は
道
徳
実
践
の
規
準
に
た
と
え
と
い
う
よ
う

に
、
王
弼
は
、
自
説
を
伝
達
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
、
〈
無
〉

を
使
い
こ
な
し
て
い
る
と
考
え
る
。

第
三
章

前
章
に
お
い
て
〈
無
〉
の
概
念
•
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
多

様
性
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
「
以
無
為
本
」
に
対
し
て
「
以
無

為

x」
と
い
う
文
構
造
に
つ
い
て
の
検
討
を
中
心
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
章
で
は
、
「
以
無
為
本
」
に
対
し
て
「
以

y

為
本
」
と
い
う
文
構
造
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
王
弼
の

「
以
無
為
本
」
（
『
老
子
』
四
十
章
注
）
と
い
う
構
造
が
王
弼

の
立
場
を
明
ら
か
に
で
き
る
鍵
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
来
、
「
以
無
為
本
」
と
い
う
表
現
が
、
王
弼
貴
無
論
を
支

え
る
大
き
な
根
拠
の
―
つ
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

は
た
し
て
〈
本
〉
は
〈
無
〉
を
の
み
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
〈

本
〉
と
〈
無
〉
と
の
関
係
を
検
討
し
、
さ
ら
に
〈
本
〉
の
持
つ

意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

「
以
無
為
本
」
と
い
う
文
は
、
実
は
『
老
子
』
第
四
十
章
注

王
弼
の
〈
本
〉

|
|
「
以
Y
為
本
」
と
い
う
文
構
造

に
見
ら
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

天
下
の
物
、
皆
有
を
以
て
生
を
為
す
。
有
の
始
ま
る
所
、

無
を
以
て
本
と
為
す
。
（
「
以
無
為
本
」
）
将
に
全
有
せ

ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
無
に
反
る
な
り
（
『
老
子
』
四
十

章
注
）
。

万
物
は
皆
何
ら
か
の
有
か
ら
生
じ
て
い
る
が
、
そ
の
有
の
始

め
は
実
は
〈
無
〉
を
そ
の
根
本
と
し
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ

る
。
な
る
ほ
ど
こ
の
例
で
は
、
〈
無
〉
は
有
を
生
ぜ
し
め
る
根

源
・
始
め
と
解
し
て
よ
い
。
さ
ら
に
前
出
の
『
周
易
』
「
復
」

象
伝
注
も
下
記
の
よ
う
に
〈
本
〉
が
〈
無
〉
を
表
し
、
本
体
と

い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
。

復
と
は
、
本
に
反
る
の
謂
な
り
。
天
地
は
本
を
以
て
心

と
為
す
者
な
り
。
…
…
然
ら
ば
則
ち
天
地
は
大
に
し
て
、

万
物
を
富
有
し
、
雷
動
風
行
、
運
化
万
変
す
と
雖
も
、
寂

然
至
元
是
れ
其
の
本
な
り
。

そ
し
て
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
「
有
は
無
に
始
ま
る
」
と
い

う
表
現
は
随
所
で
見
ら
れ
る
か
ら
、
〈
無
〉
と
〈
本
〉
と
が
同

一
で
あ
る
と
い
う
気
分
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
〈
本
〉
が
、
〈
無
〉
以
外
の
価
値
観
と
結
び
つ
い
て

使
用
さ
れ
て
い
る
例
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
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「以
Y
為
本
」
と
い
う
構
文
に
お
い
て
、

y
に
当
た
る
も
の
は

必
ず
し
も
〈
無
〉
だ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

貴
き
は
乃
ち
賤
し
き
を
以
て
本
と
為
し
（
「
以
賎
為
本
」
）
、

高
き
は
乃
ち
下
を
以
て
基
と
為
す
（
『
老
子
』
三
十
九
章

注
）
。高
き
は
下
を
以
て
基
と
為
し
、
貴
き
は
賤
し
き
を
以
て

本
と
為
し
、
有
は
無
を
以
て
用
と
為
す
。
此
れ
其
の
「
反
」

（
本
文
は
「
反
者
、
道
之
動
」
）
な
り
（
『
老
子
』
四
十

章
注
）
。

貴
い
も
の
は
賤
し
い
も
の
に
支
え
ら
れ
、
高
い
も
の
は
下
に

あ
る
も
の
を
土
台
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
い

も
の
は
下
に
あ
る
も
の
の
お
か
げ
で
存
在
で
き
、
貴
い
も
の
は

賤
し
い
も
の
の
お
か
げ
で
存
在
で
き
、
有
は
無
の
お
か
げ
で
働

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
賎
」
・
「
下
」
が
〈
本
〉

（
基
）
で
あ
る
。
こ
の
〈
本
〉
は
、
対
比
さ
れ
る
対
象
（
貴
・

高
）
の
「
基
本
」
「
拠
り
所
」
「
原
因
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。

あ
る
い
は
〈
本
〉
は
、
万
物
を
現
に
在
る
よ
う
に
在
ら
し
め
て

い
る
も
の
、
存
在
根
拠
と
い
う
意
味
に
も
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
も
っ
と
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
用
例
も
多
い
。

家
人
の
義
は
、
内
〔
で
あ
る
婦
人
の
正
し
さ
〕
を
以
て

（
『
周
易
』

本
と
為
す
（
「
以
内
為
本
」
）

伝
」
注
）
。

家
庭
内
の
人
倫
道
徳
で
は
、
内
（
婦
人
）
の
正
し
さ
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

凡
そ
物
猛
を
以
て
本
と
為
す
（
「
以
猛
為
本
」
）
者
は
、

則
ち
患
い
恩
寡
な
き
に
在
り
。
愛
を
以
て
本
と
為
す
（

「
以
愛
為
本
」
）
者
は
、
則
ち
患
い
威
寡
な
き
に
在
り

（
『
周
易
』
「
家
人
上
九
」
注
）
。

家
庭
内
で
は
、
威
厳
が
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と
す
る
、
恩
愛

が
不
足
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。
か
と
い
っ
て
愛
情
を
最
も

大
切
だ
と
す
れ
ば
、
威
厳
が
不
足
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。

〔
聖
人
は
〕
重
を
以
て
本
と
為
す
（
「
以
重
為
本
」
）
、

故
に
離
れ
ず
（
『
老
子
』
二
十
六
章
注
）
。

聖
人
は
ど
っ
し
り
と
重
く
不
動
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て

い
る
か
ら
、
い
つ
も
そ
の
心
が
け
を
保
持
し
て
い
る
。

陽
を
以
て
陰
に
居
る
は
、
謙
を
以
て
本
と
為
す
な
り
（

「
以
謙
為
本
」
）
（
『
周
易
』
「
履
九
四
」
注
）
。

九
四
は
陽
交
で
あ
り
な
が
ら
陰
の
位
に
い
る
。
こ
れ
は
謙
譲

を
心
が
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
五
例
で
は
〈
本
〉
を
「
本
体
」
に
言
い
換
え
る
こ
と
は

「
家
人

象
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決
し
て
で
き
な
い
。
〈
内
〉
・
〈
猛
〉
・
〈
愛
〉
・
〈
重
〉
．

〈
謙
〉
は
本
体
を
表
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
〈
本
〉
は
い
ず
れ
も
「
大
切
な
こ
と
」
と
い
う
の
が
、
最
も

適
当
な
解
釈
で
あ
る
。
〈
本
〉
と
い
う
語
を
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
最
優
先
さ
れ
る
も
の
、
最
重
視
さ
れ
る
も
の
を
、
提
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
価
値
付
け
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
〈
本
〉
は
本
体
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
本
体
と
い
う
も
の
は
、
価
値
が
上

だ
と
か
下
だ
と
か
い
う
問
題
な
ど
を
超
越
し
た
、
絶
対
世
界
に

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
〈
本
〉
を
い
た
ず
ら
に
形
而
上

化
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
具
体
的

な
例
も
あ
る
。

初
〔
交
〕
も
て
「
本
」
と
為
し
、
上
〔
交
〕
も
て
「
末
」

と
為
す
。
（
『
周
易
』
「
大
過
象
伝
」
「
棟
撓
む
、
本

末
弱
け
れ
ば
な
り
」
注
）

こ
こ
で
は
〈
本
〉
は
、
「
大
過
」
の
卦
の
初
交
と
い
う
具
体
物

を
指
し
て
い
る
。

王
弼
が
〈
本
〉
に
対
し
て
具
体
的
現
実
的
な
も
の
を
想
定
し

て
い
る
こ
と
は
、
次
の
例
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
『

老
子
』
七
十
六
章
「
強
大
処
下
」
「
柔
弱
処
上
」
の
注
は
そ
れ

ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

木
の
本
な
り
。

枝
条
是
れ
な
り
。

「
強
大
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
「
木
の
本
」
す
な
わ

ち
根
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
王
弼
は
た
び
た
び
自
然
を
木
に
た

と
え
て
、
根
（
本
）
を
重
要
視
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
例

が
そ
れ
で
あ
る
。

自
然
の
道
、
亦
た
猶
お
樹
の
ご
と
き
な
り
。
転
た
多
け

れ
ば
転
た
其
の
根
に
遠
く
、
転
た
少
な
け
れ
ば
転
た
其
の

本
を
得
（
『
老
子
』
二
十
二
章
注
）
。

こ
う
し
た
発
想
は
、
宇
宙
の
本
体
の
よ
う
な
超
感
覚
的
な
念

頭
に
お
い
た
思
考
か
ら
は
、
出
て
こ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
〈
本
体
〉
の
よ
う
で
も
、
詳
細
に
見
れ
ば

や
は
り
妥
当
で
な
い
例
を
二
つ
挙
げ
て
お
く
。

一
を
用
い
て
以
て
清
を
致
す
の
み
に
し
て
、
清
を
用
い

て
以
て
清
な
る
に
非
ざ
る
な
り
。
一
を
守
れ
ば
則
ち
清
失

わ
れ
ず
。
清
を
用
う
れ
ば
則
ち
恐
ら
く
は
裂
け
ん
。
故
に
功

す

を
為
す
の
母
は
舎
つ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
を
以
て
皆
其

の
功
を
用
い
る
こ
と
無
く
、
其
の
本
を
喪
う
を
恐
る
る
な

り
（
『
老
子
』
三
十
九
章
注
）
。
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「
-
」
と
い
う
道
理
に
よ
っ
て
の
み
、
「
清
」
は
保
た
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
清
」
と
い
う
性
質
を
保
と
う
と
し
て
「

清
」
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
功
業
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
原
因
は
、
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
皆
、
で
き
あ
が
っ

た
功
業
に
た
よ
っ
て
そ
の
功
業
を
守
ろ
う
と
は
し
な
い
で
、
そ

の
原
因
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

い
う
〈
本
〉
は
、
何
か
よ
い
現
象
を
生
み
出
す
こ
と
の
で
き
た

原
因
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
体
で
な
い
こ
と
は
、
「
本
を
喪
う
を

恐
る
」
と
い
う
表
現
か
ら
判
断
で
き
る
。
本
体
は
無
条
件
に
超

然
と
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
喪
う
も
身
に
つ
け
る
も
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
〈
本
〉
は
、
あ
る
現
象
を
生
み
出
す
原

因
で
は
あ
る
が
、
宇
宙
生
成
論
的
な
無
感
情
の
本
体
な
ど
で
は

な
く
、
根
本
的
な
道
徳
規
準
と
い
っ
た
方
が
よ
い
。

本
は
無
為
に
在
り
、
母
は
無
名
に
在
り
。
本
を
棄
て
母

を
捨
て
、
而
し
て
其
の
子
に
適
け
ば
、
功
大
な
り
と
雖
も
、

必
ず
や
済
ら
ざ
る
有
り
。
名
美
な
り
と
雖
も
、
偽
も
亦
た

必
ず
や
生
ぜ
ん
（
『
老
子
』
三
十
八
章
注
）
。

こ
の
用
例
で
も
〈
本
〉
（
母
）
を
本
体
と
解
釈
し
て
、
本
体

は
無
為
無
名
で
あ
る
す
れ
ば
、
納
得
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
だ

が
、
本
体
は
捨
て
よ
う
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
も
ま
た
、

〈
本
〉
は
「
大
切
な
こ
と
」
と
い
う
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
。
「

本
は
無
為
に
在
り
」
と
は
「
大
切
な
こ
と
は
、
小
賢
し
い
作
為

を
加
え
な
い
こ
と
だ
」
と
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
〈
本
〉
を
道
徳

実
践
上
の
規
準
と
し
て
実
感
で
き
る
。

さ
ら
に
、
王
弼
が
随
所
で
述
べ
る
「
崇
本
息
末
」
と
い
う
言

葉
を
検
討
す
れ
ば
、
〈
本
〉
の
意
味
が
よ
り
明
確
に
な
る
。

従
来
「
崇
本
息
末
」
は
、
宇
宙
の
本
体
（
無
）
で
あ
る
〈
本
〉

を
尊
ん
で
、
現
象
世
界
・
人
智
世
界
（
有
）
で
あ
る
「
末
」
を

否
定
す
る
と
い
う
意
味
に
と
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
王
弼
は
「

崇
本
息
末
」
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い

道
徳
を
説
い
た
よ
う
に
思
う
。
少
し
長
い
が
次
の
例
が
あ
る
。

因
り
て
為
さ
ず
、
損
い
て
施
さ
ず
、
本
を
崇
び
て
以
て

末
を
息
み
、
母
を
守
り
て
以
て
子
を
存
す
。
夫
の
巧
術
を

賤
み
て
、
未
だ
有
ら
ざ
る
に
在
る
を
為
す
。
人
を
責
む
る

こ
と
無
く
、
必
ず
諸
を
己
に
求
め
よ
。
此
れ
其
の
大
要
な

り
。
而
る
に
法
者
は
斉
同
を
尚
び
て
、
而
し
て
刑
以
て
之

を
検
す
。
名
者
は
真
を
定
む
を
尚
び
て
、
而
し
て
言
以
て

之
を
正
す
。
儒
者
は
全
愛
を
尚
び
て
、
而
し
て
誉
以
て
之

を
進
む
。
墨
者
は
倹
沓
を
尚
び
て
、
而
し
て
矯
以
て
之
を
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立
つ
。
雑
者
は
衆
美
を
尚
び
て
、
而
し
て
総
以
て
之
を
行

う
。
夫
れ
刑
以
て
物
を
検
す
れ
ば
、
巧
偽
必
ず
生
ず
。
名

以
て
物
を
定
む
れ
ば
、
理
恕
必
ず
失
う
。
誉
以
て
物
を
進

む
れ
ば
、
尚
を
争
う
こ
と
必
ず
起
こ
る
。
矯
以
て
物
を
立

お
こ

つ
れ
ば
、
乖
違
必
ず
作
る
。
雑
以
て
物
を
行
へ
ば
、
職
乱

必
ず
興
る
。
斯
れ
皆
其
の
子
を
用
い
て
其
の
母
を
棄
つ
る

な
り
。
物
載
す
る
所
を
失
え
ば
、
未
だ
守
る
に
足
ら
ざ
る

な
り
（
『
老
子
指
略
』
）
。

右
の
引
用
文
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
家
、

名
家
、
儒
家
、
墨
家
、
雑
家
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
尊

ぶ
と
こ
ろ
、
•
お
よ
び
そ
れ
を
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に
と
各

家
が
思
っ
て
用
い
て
い
る
方
法
を
述
べ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が

功
を
奏
す
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
混
乱
を
招
い
て
い
る
実
態
を

指
摘
す
る
。
刑
罰
が
人
々
の
平
等
を
保
つ
ど
こ
ろ
か
法
の
目
を

巧
み
に
く
ぐ
り
抜
け
る
狡
猾
さ
を
招
き
、
言
葉
で
物
の
実
と
の

厳
密
な
一
致
を
見
よ
う
と
す
る
こ
と
が
人
々
か
ら
正
し
さ
や
思

い
や
り
を
喪
失
さ
せ
、
名
誉
が
賢
愚
の
差
別
化
を
起
こ
し
て
全

愛
を
妨
げ
、
矯
正
し
て
倹
約
を
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
人
に

拒
絶
反
応
を
起
こ
さ
せ
た
り
、
様
々
な
説
を
兼
ね
備
え
よ
う
と

し
た
結
果
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
全
て
、
現
象
面
に
の
み
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
生
じ
る
弊
害
で
あ
る
。
「
崇
本
息
末
」
と
は
、
だ
か
ら
、
現

象
面
で
の
対
処
は
逆
効
果
で
あ
る
か
ら
や
め
よ
、
そ
れ
よ
り
も

も
っ
と
根
本
的
で
大
切
な
こ
と
を
考
え
よ
、
と
い
う
警
告
で
あ

る
。
為
す
べ
き
こ
と
は
物
事
が
兆
す
以
前
に
あ
る
の
だ
（
為
在

未
有
）
、
人
を
責
め
な
い
で
よ
く
反
省
せ
よ
（
無
責
於
人
、
必

求
諸
己
）
と
い
う
言
葉
と
併
せ
考
え
て
も
、
こ
の
〈
本
〉
を
い

き
な
り
本
体
論
に
ま
で
つ
な
ぐ
の
は
不
適
切
で
あ
る
。

い
ま
一
っ
同
様
の
例
を
挙
げ
て
お
く
0

.
 

夫
れ
道
を
以
て
国
を
治
む
る
は
、
本
を
崇
び
て
以
て
末

を
息
む
な
り
。
正
を
以
て
国
を
治
む
る
は
、
辟
を
立
て
て

以
て
末
を
攻
む
る
な
り
。
本
立
た
ず
し
て
末
浅
け
れ
ば
、

民
及
ぶ
所
無
し
。
…
…
正
を
立
つ
る
は
以
て
邪
を
息
め
ん

と
欲
す
る
な
り
。
而
し
て
、
奇
兵
用
う
。
忌
臆
多
く
す
る

は
以
て
貧
を
恥
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
而
し
て
、
民
弥

い
よ
貧
し
。
利
器
以
て
国
を
強
め
ん
と
欲
す
る
も
、
国
愈

い
よ
昏
弱
た
り
。
皆
本
を
舎
て
て
以
て
末
を
治
む
れ
ば
な

り
（
『
老
子
』
五
十
七
章
注
）
。

民
衆
に
は
び
こ
る
邪
や
貧
困
を
、
政
治
や
禁
令
で
押
さ
え
よ

う
と
し
て
も
、
か
え
っ
て
国
は
乱
れ
る
。
武
力
で
国
を
強
く
し
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〈
本
〉
（
母
）
っ
て
末
（
子
）
を
用
い
れ
ば
、
形
名
つ

ま
り
現
象
は
現
わ
れ
て
も
邪
や
虚
飾
は
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
こ
の
類
の
表
現
は
多
い
。

其
の
根
を
固
め
、
而
る
後
に
其
末
を
営
む
。
故
に
抜
か
れ

ざ
る
な
り
（
『
老
子
』
五
十
四
章
注
）
。

徳
を
重
積
す
と
は
、
是
れ
唯
だ
其
の
根
を
図
る
な
り
。

然
る
後
末
を
営
め
ば
、
乃
ち
其
の
終
を
得
る
な
り
（
『
老

子
』
五
十
九
章
注
）
。

根
す
な
わ
ち
〈
本
〉
を
堅
固
に
す
れ
ば
行
為
は
妥
当
な
の
で

あ
る
。
〈
本
〉
が
、
人
間
に
よ
っ
て
堅
固
に
す
る
こ
と
が
可
能

゜

よ
う
と
し
て
も
か
え
っ
て
国
は
弱
く
な
る
。
す
べ
て
〈
本
〉
（

根
本
原
因
）
を
考
え
な
い
で
、
末
（
現
象
）
に
振
り
回
さ
れ
て

い
る
結
果
で
あ
る
。

ま
た
、
王
弼
は
現
象
世
界
を
否
定
す
る
ど
こ
ろ
か
、
「
崇
本

挙
末
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
現
実
肯
定
の
感
覚
を
よ
り
明

確
に
物
語
る
。

母
を
守
り
て
以
て
其
の
子
を
存
し
、
本
を
崇
び
て
以
て

其
の
末
を
挙
ぐ
れ
ば
、
則
ち
形
名
倶
に
有
り
て
邪
生
ぜ

ず
、
天
に
配
し
作
ら
ず
（
『
老
子
』
三
十
八

〈
本
〉
の
独
立
性
が
強

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
人
為
の
及
ば
な
い
所

に
超
然
と
存
在
す
る
宇
宙
の
本
体
な
ど
を
指
す
と
は
思
え
な
い
。

や
は
り
超
越
的
世
界
へ
の
沈
潜
・
収
煎
ば
か
り
が
、
王
弼
の
専

ら
の
関
心
事
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
王
弼
の
〈
本
〉
と
は
何
か
、
そ
し

て
〈
本
〉
に
よ
っ
て
意
図
し
た
と
こ
ろ
は
何
か
に
つ
い
て
ま
と

め
る
。王
弼
が
〈
本
〉
に
よ
っ
て
想
起
さ
れ
る
も
の
を
表
現
す
る
と

き
、
す
な
わ
ち
「
以

y
為
本
」
構
文
に
お
け
る

y
は
、
〈
無
〉

に
限
定
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
〈
本
体
〉
を
象
徴
す
る
も
の

に
も
限
定
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
単
純
に
「
本
す
な
わ
ち
本

体
」
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
「
宇
宙
の
本
体
」

と
い
う
従
来
の
理
解
通
り
の
〈
本
〉
の
使
用
例
も
あ
る
が
、
そ

れ
よ
り
も
む
し
ろ
「
大
切
な
こ
と
」
と
い
う
解
釈
の
方
が
主
流

な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
〈
本
〉
と
結
び
付
け
ら
れ
た
対
象
が
、

重
要
視
す
べ
き
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

そ
う
し
て
「
物
事
に
は
大
切
な
こ
と
が
あ
る
」
「
優
先
順
位
を

間
違
う
な
」
と
い
う
意
識
を
、
人
々
に
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

「
崇
本
息
末
」
と
い
う
表
現
で
は
、
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ま
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
や
は
り
前
後
に
具
体
的
な
道
徳
規
準

や
政
治
理
念
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ら
を
〈
本
〉
と
い
う
言
葉
に
よ

っ
て
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
王
弼
は
こ
の
世
の
全
て

の
現
象
を
否
定
し
て
、
〈
無
〉
と
い
う
宇
宙
の
本
体
と
か
絶
対

的
超
越
者
に
全
託
せ
よ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
〈
本
〉

を
大
切
に
し
て
行
動
せ
よ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
王
弼
は
〈
本
〉
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
世
界

を
構
成
す
る
も
の
の
価
値
付
け
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
象
を
遡
り
、
突
き
詰
め
て
、
大
切
な
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
、

こ
の
世
界
に
説
明
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ

し
現
象
を
遡
る
と
い
っ
て
も
、
存
在
そ
の
も
の
を
疑
う
と
い
う

の
で
は
な
い
。
存
在
は
実
在
と
し
て
と
ら
え
た
う
え
で
、
「
な

ぜ
現
在
の
状
況
に
至
っ
た
か
」
と
い
う
過
程
を
遡
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
道
理
を
見
つ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
〈
本
〉
と
い
う
言

葉
に
よ
る
世
界
の
説
明
を
王
弼
は
試
み
た
と
考
え
る
。
と
は
言

っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
、
具
体
的
事
物
だ
け
で
こ
の
世
界
は
説
明

し
尽
く
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。
「
天
」
や
「
自
然
」
と
い
っ
た

抽
象
物
に
よ
る
関
与
が
必
要
で
あ
る
。
王
弼
に
と
っ
て
そ
の
役

割
を
果
た
す
も
の
が
〈
無
〉
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
〈
無
〉
は
、

お
わ
り
に

具
体
性
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
理
論
や
実
践
の
根
拠
と
し
て
、

ま
た
機
能
と
し
て
自
在
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

〈
無
〉
は
、
い
わ
ば
王
弼
が
自
説
を
展
開
し
表
現
す
る
上
に
お

け
る
有
効
な
技
術
で
あ
り
、
方
便
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

王
弼
は
、
形
而
上
的
な
内
的
世
界
へ
没
入
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
現
象
世
界
の
説
明
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

変
転
す
る
時
の
流
れ
に
お
い
て
、
こ
の
現
実
世
界
を
、
常
に
秩

序
立
て
把
握
し
叙
述
し
よ
う
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ

そ
古
代
よ
り
中
国
人
の
関
心
事
で
あ
り
、
伝
統
的
な
思
惟
傾
向

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
素
朴
実
在
論
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

王
弼
も
例
外
で
は
な
く
て
、
当
時
の
訓
詰
学
へ
の
偏
重
・
儒
教

の
形
骸
化
と
い
っ
た
風
潮
に
警
鐘
を
嗚
ら
す
意
図
を
含
み
な
が

ら
も
、
〈
本
〉
と
い
う
言
葉
の
持
つ
意
義
に
よ
っ
て
、
こ
の
世

界
の
在
る
べ
き
在
り
様
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

王
弼
の
〈
無
〉
や
〈
本
〉
を
、
従
来
の
よ
う
に
西
洋
的
な
形
而

上
化
に
す
が
っ
て
の
み
解
釈
し
て
い
く
の
は
、
妥
当
で
な
い
。

(69) 


